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ムスリム の 皆様 。 イ スラ ー ム は 信仰 と 、 宗 
教 的 実践 の 教え です 。 一 つ は 人 の 心 に 関わ る 
も の 、 も う 一 つ は 、 こ の 信仰 を 礎 と し 、 人 が 
その 体 で 実行 する 善行 で す 。 信仰 と 善行 は そ 
れ ぞ れ が お 互い を 強め あう 基 胡 で す 。 
イス ラー ム の 教え に お いて 、 信 仰 と 善行 と の 
あり 方 は 、 日 光 と 太陽 、 バ ラ の 稼 り と バラ の 
あり 方 に 似 て いま す 。 す な わ ち 、 太 陽 の ある 
所 で は あか り が あり 、 バ ラ の ある 所 で は バラ 
の 芳香 が ある よう に 、 信 仰 と 善行 も 同様 で 、 
果実 が 枝 と 結び つい て 
いる よう に これ ら も お 
互い に 結び つい て いる 
の で す 。 

ムスリム の 皆様 。 
聖 ク ルレ ルアー ン に お いて 、 
信仰 に つい て 語ら れ て 
いる と ころ で は 必ず 、 
善行 に つい て も 触れ ら 
れ て いま す 。 イ スラ ー 
ム で は 信仰 は 基盤 で あ 
り 、 そ の 他 の あら ゆる 
善行 は この 基盤 か ら 芽 生え 、 こ の 基 艦 を 基 に 
する も の で ある か ら で す 。 ク ルアー ン で は 、 
信仰 と 善行 は 共に 、 そ し て どの 人 に も 理解 で 
きる よう な 形 で 説明 され て いま す 。 ア ル ・ バ 
カラ 第 25 節 で アッ ラー は 、「 信 仰 し て 善 
に 勤しむ な 者 た ちら に は 、 か れ ら の た め に 、 川 
が 下 を 流れ る 楽園 に 就 い て の 吉報 を 伝え な さ 
い 。」 と 、 ま た アン ・ ナ フル 第 9 7 節 で は 
「 誰 で も 善い 行い を し ( 真 の ) 信者 な ら ば 
男 で も 女 で も 、 わ れ は 必ず 幸せ な 生活 を 遅 ら 
せる で あろ う 。」 と 、 ま た アデ アル ・ バ イイ ナ 
第 7 節 で は 、「 だ が 信仰 し て 善行 に 勤しむ 者 
た ち 、 こ れ ら は 、 衆生 の 中 最善 の 者 で あ 
る 。」 と 、 語 られ て いま す 。 

ムスリム の 皆様 。 太 陽 が 、 そ の 光 と 熱 で 、 
植物 や 生き 物 た ちの 存在 、 そ し て その 生 を 支 
えて いる よう に 、 信 仰 も 、 人 の 心 を 照ら し そ 

の 結果 と し て 人 は 甘 行 に 勤しむ よう に 
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な り ま す 。 「 ア ッ ラ ー の 外 に 神 は な く 、 ム ハ 
ンマ ド は その 使徒 で ある 」 と 宣言 する イス ラ 
ー ム は 、 一 方 で 心 を 輝 か せ る 信仰 が あり 、 も 
> 片方 に 、 信 仰 か ら 生 まれ る 善行 が ある の で 


O 
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善行 は 次 の 三 つ に 分 類 で きま す 。 

A 一 イ バ ー ダ : し も べ で が 、 そ の 創造 主 で 
ある アッ ラー に 対し て 義務 と し て 行う べき 、 
し も べべ とし て の つと め 。 

ー 社 会 と の 関わ り と 行動 : 人 々 が お 互 
い に 対 し て 責任 を 負っ て 
いる 、 立 派 で 役立つ 関わ 
り 合 い 。 

C 一 人 の 我 欲 や 集 
団 の 規範 に 関わ る 、 道 徳 
的 な 規則 。 

クル アデ アーン におい 
て 、 「 善 行 」 と 表現 され 
て いる 振る 好い は 、 次 の 
三 つ の 基本 を 含ん で いま 
す 。 三 つの 基本 と は 、 信 
仰 を 源 と し て いる と いう 
こと 、 信 仰 の 基本 に 適し つつ 、 人 間 の 生き 方 
を 素晴らし いも の と する こと 、 he 
る も の で ある こと 、 で す 。 正常 な 思考 能力 を 
RI 
実 を 、 信 仰 と その 実践 と いう 面 で 実行 する 義 
務 を 負い ます 。 なぜ な ら 預 言 者 ムハンマド 
(SAV) は 、 全 て の 人 々 に と っ て の 預言 者 で 
あら れる か ら で す 。 こ の こと に つい て は ア 
ル ・ ア アラ ー フ 第 1 5 8 節 で 以下 の よう に 説 
か れ て いま す 。 「 言 っ て や る が いい 。 『 人 々 
よ 、 私 は アッ ラー の 使徒 と し て 、 あ な た が た 
凡 て に 遣わ され た 者 で ある 。 天 と 地 の 大 権 は 
か れ の も の で ある 。 か れ の 外 に 神 は な く 、 か 
れ は 生 を 授け 死 を 与え る 御方 で ある 。 だ か ら 
アッ ラー と 御 言 葉 を 信奉 する 、 文 字 を 知ら な 
い 使 徒 を 信頼 し か れ に 従え 。 そ うす れ ば きっ 
と あな た が た は 導 か れる で あろ う 。』」 


www.tokyocamll.Oord 


